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機能選択表
項目番号 選択機能説明 　を押す 　を押す 　を押す 　を押す

１ エンジン動作時間 □5分 □10分 □15分 □20分

２ 設定温度による自動エンジン始動 □-5℃ □-10℃ □-20℃ □-30℃

３ クランク時間（タコメータ信号線非接続時） □0.8秒 □1.2秒 □1.8秒 □3.0秒

４ チャンネル２出力時間 □任意 □IG連動 □30秒 □ON/OFF

５ チャンネル３出力時間 □0.8秒 □10秒 □30秒 □ON/OFF

６ チャープ音信号出力時間 □100mS □20mS □30mS □50mS

７ エンジン始動検知 □ﾉｲｽﾞ&TACH □TACHのみ □TACH学習 □Lターミナル

８
クランク時のIG2出力 □ON □OFF □ON □OFF

IGオンからクランクまでの時間 □2秒 □10秒 □10秒 □2秒

９ ドアロック・アンロック信号時間 □0.8秒 □2秒 □ダブル □30秒ﾛｯｸ
　信号

１０
CH３出力／2ｽﾃｯﾌﾟｱﾝﾛｯｸ □CH3 □2step □CH3 □2step

自動ｽﾀｰﾀ停止(ASK) ON/OFF □ASK OFF □ASK OFF □ASK ON □ASK ON

１１ イグニッション連動ドアロック □OFF □ｱﾝﾛｯｸのみ □10秒 □30秒

１２
オート・リアーム（自動再セット）ON/OFF □ON □OFF □ON □OFF

オートアーム（自動セット）ON/OFF □OFF □ON □ON □OFF

１３
セット時のドア開信号 □バイパス □3秒 □バイパス □3秒

警戒中の黒／白線出力 □パルス □W/GWA □W/GWA □パルス

１５ ターボタイマー動作時間 □OFF □30秒 □60秒 □300秒

１６
サイレン出力信号 □連続(ｻｲﾚﾝ) □断続(ﾎｰﾝ) □連続(ｻｲﾚﾝ) □断続(ﾎｰﾝ)

LCDページャー温度計単位 □摂氏（℃） □華氏（°F ） □華氏（°F ） □摂氏（℃）

※機能選択表内で網掛になっている設定が工場出荷時の設定です。　
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機能選択!"#$%&'

次の手順に従い機能選択モードに入った後、下記表を参照して機能設定を行ってください。
（１）IGキーをON位置にします。（エンジンは始動しないでください。）
（２）プログラムスイッチを６回押してください。
（３）IGキーをOFF位置にします。
　　→チャープ音が６回鳴り、機能選択モードに入ったことを知らせます。
（４）下記表を参照に、設定したい項目の番号と同じ回数だけプログラムスイッチを押しま
　　　す。（スイッチは一回押すごとにチャープ音がなり、５回、１０回、１５回目では
　　　少し長いチャープ音がなります。
（５）上記手順(4)操作後10秒以内に、下記表で割り当てられたボタンを押してください。
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ページャーの取扱に関する説明

ボタン操作 機能 注意

【 　】 バックライトON（一定時間で自動消灯）

【 　+ 　】 パワーセーブモードのON/OFF パワーセーブモードではセキュリティ解除中にはほ
とんど電力を消費しません。

【 　 +　  】 メロディモード／バイブモード切替

【　 】長押し 時刻設定モードのON/OFF

時間の設定をする場合には:
【 　】ボタンを押すごとに時間の増加またはON設
　　　 定できます。
【 　】ボタンを押したままにすることで早く増加で
　　　 きます。
【 　】ボタンを押すごとに時間の減少またはOFF設
　　　 定できます。【 　】ボタンを押したままにす
　　　 ることで早く減少できます。

時計の“時”調整

【　 】1回 時計の“分”調整

【 　】2回 アラームの“時”調整

【 　】3回 アラームの“分”調整

【 　】4回 アラームのON/OFF

【 　】5回 カウントダウンモードの“時”調整

【　 】6回 カウントダウンモードの“分”調整

【 　】7回 カウントダウンモードのON/OFF

【 　+　 】 アラームモードのON/OFF

【 　+　 】  1回 10分カウントダウンモードの選択

【 　+　 】  2回 20分カウントダウンモードの選択

【 　+　 】  3回 30分カウントダウンモードの選択

【 　+　 】  4回 60分カウントダウンモードの選択

【 　+　 】  5回 90分カウントダウンモードの選択

【　 +　 】  6回 120分カウントダウンモードの選択

本システムの液晶表示付きページャーリモコンは下記表に従うことで、より使いや
すい設定にプログラムすることが可能です。

ページャーのプログラム!"#$%('

電池交換
ページャーの『 　  』アイコン表示は電池交換が必要であることを知らせています。電池交
換アイコンが表示されたら直ちに新しい電池に交換してください。交換する電池は単４アル
カリ電池を使用してください。
⇒電池交換の手順：
手順１：ページャー裏面の電池カバーを外し、電池を取り出します。
手順２：ページャーの【 　　】 ボタンを押します。
手順３：新しい電池を入れカバーを閉じます。
手順４：【 　　】 アイコンを押し、車両状況が表示されれば電池交換完了です。

!"#$%)'

取扱に関する説明
クイックガイド

１：ボタン操作中に　アイコンが表示されなくなった場合は、ページャーが通信圏外または混信により通信不可能である
　　ことを意味します。 
２：電池切れを知らせる　アイコンが表示された場合は、直ちに電池交換を行ってください。
注意！電池交換を行う場合は、使用済み電池を取り出した後　　ボタンを押してから新しい電池を入れてください。

機　能 ボタン操作 ページャー表示 ページャー音 チャープ音 ハザード点滅

セット／ロック  チャープ1回 1回 1回

セット（衝撃センサー切） チャープ1回 1回 2回

解除／アンロック  チャープ2回 2回 2回

オプショ
ン選択

2 段アンロック チャープ2回 2回 2回

チャンネル 3 チャープ3回 3回 3回

エンジン始動 メロディ2回 3回 3回

エンジン始動成功 メロディ なし 3回

エンジン始動失敗 チャープ4回 なし なし

アイドリング時間変更
アイドリング

アイドリング残時チェック

エンジン停止 メロディ 4回 4回

車内温度チェック メロディ なし 3回

トランク開 (チャンネル1) 3 buzz なし 3回

サイレン ON/OFF メロディ なし 1回

チャンネル 2 チャープ1回 1回 1回

位置確認（カーサーチ） メロディ 6回 6回

パニックチャープ メロディ ｻｲﾚﾝ中点滅

カージャック防止機能ON 長いチャープ Refer to users manual

カージャック防止機能OFF メロディ なし なし

コールド・スタート OFF メロディ 2回 2回

コールド・スタート ON メロディ 1回 1回

タイマー・スタート OFF メロディ 2回 2回

タイマー・スタート ON メロディ 1回 1回

バレーモード OFF メロディ 3回 3回

バレーモードON メロディ 4回 4回

※ 実際のページャーでは上記アイコンの表示とは関係なく常に車の画が表示されています。
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+ 長押し
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ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点滅

ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点滅

&

長押し
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SCIBORG 825T 機能＆アイコン一覧表

1. 消音 16. 弱衝撃

2. メロディモード 17. 定刻自動エンジンスタート

3. セット／ロック     18. 呼出通知（オーナーコール）

4. 解除／アンロック 19. コールド・スタート機能 ON

5. トランク検知／トランクリリース 20. 受信回路スタンバイ

6. エンジン始動検知 21. 送信回路スタンバイ

7. ページャー電池残量 22. 受信圏内表示 

8. バレーモード ON 23. 信号送出表示

9. バイブレーションモード 24. パワーセーブモード

10. ドア開／閉 25. カウントダウンタイマーモード

11. ブレーキ不使用警告 26. アラームクロックモード

12. ボンネット開／閉 27. AM表示

13. ハザード点滅 28. PM表示

14. アンチカージャック作動 29. 時刻表示

15. 強衝撃検知 30. 車内温度表示

又は衝撃センサーバイパス 31. 温度計単位 (℃)
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リモコン登録について
本システムは最大４個までリモコンを登録することができます。 リモコンを登録す
るには下記手順にしたがって操作してください。

手順1： イグニッションキーをON位置にします。　※この時エンジンは始動しな
いでください。

手順2： プログラムスイッチを６秒間押し続けます。
⇒　チャープが４回鳴り、リモコン登録モードに入ったことを知らせます。

手順3： 同時に【  　+ 　 】ボタンをチャープ音が聞こえるまで押します。
⇒　登録したい残りのリモコンも手順３を繰り返し登録してください。

手順4： ６秒間何もしないか、イグニッションキーをOFFにして登録完了です。

※ ２つ以上のページャーが登録されている場合には一番最後に使用したページャー
に対してのみ通報がされます。

イグニッションキーOFF時の待機モード別 LED点滅状態表

待　機　モ　ー　ド LED点滅状態

リモコン操作によるエンジン動作中 L E D 点灯

セキュリティ解除［システムOFF］中 L E D 消灯

セキュリティ・セット［システムON］中 *  *   *  *  *  *  *  *

タイマー・スタート機能 ON **  **  **  **  **  **  **

コールド・スタート機能 ON ***  ***  ***  ***  ***

タイマー・スタート機能 ON ＋コールド・
スタート機能ON

****  ****  ****  ****

バレーモード ON *****  *****  *****  *****

威嚇用 LEDの点滅状態について!"#$%*'

!"#$%+'
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バレーモードの ON/OFF、タイムスタート機能 ON/OFF、コールドスタート機能
のON/OFFはプログラムスイッチによっても行うことができます。プログラムス
イッチによって行う場合は下記手順に従ってください。

手順1： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをOFFにします

手順2：

プログラムスイッチを設定したい機能に割り当てられた回数押します。

　　　設定する機能　　　　　　　　　　　　　　　　ボタンを押す回数
! バレーモードのON/OFF・・・・・・・・・・・・・・・・・３回
! タイムスタートのON/OFF・・・・・・・・・・・・・・・・４回
! コールドスタートのON/OFF・・・・・・・・・・・・・・・５回

手順3： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをON位置にします。※この時エンジンは始動しないでください。

手順4：
ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰを ON位置にしたまま ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽｲｯﾁを押します。ボタンを押す回数は
選択した機能をセット (ON)する場合は１回（LEDが１回点滅しチャープが１回鳴り
ます）、解除 (OFF)する場合は２回ですLEDが 2回点滅しチャープが2回鳴ります）。

手順5： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをOFFにします。

" 上記手順の間隔が１０秒以上開くとON/OFF選択モードは終了します。
" タイムスタートがセットされると手順５でイグニッションキーをOFFにした直後にエン
　ジンが自動的に始動されます。

手順1： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをON位置にします。※この時エンジンは始動しないでください。

手順2： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをON位置にしたままプログラムスイッチを8回押します。

手順3： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをOFFにします。チャープ音が１回鳴り、ハザードランプが１回点
滅します。約２０秒後にセキュリティがセットされます。

※ 手順３で ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰを OFFにした後２０秒後にセキュリティがセットされるまでの
間にゾーンに異常が検知されるとチャープが３回鳴り、ハザードランプが３回点滅します。

手順1： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをON位置にします。※この時エンジンは始動しないでください。

手順2： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰをON位置にしたままプログラムスイッチを4回押します。

手順3： ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰを OFFにします。チャープ音が 2回鳴り、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟが 2回点滅
しセキュリティが解除されます。

セット (ON)：

解除 (OFF)：

プログラムスイッチによる設定!"#$%,'

強制セット／緊急解除!"#$%-'
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セキユリティ・セット [ドアロック]!"#$.'

(a) エンジンを停止後全てのドア、ボンネット、トランクを締めサイドブレーキを
かけてください。

(b) 【 　】ボタンを押します。チャープ音が１回鳴りﾊｻﾞｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟが１回点滅します。

⇒　セキュリティ本体のモード別のページャー側での表示は次の通りです。

ⅰ　：メロディモード（サイレン音有）に設定されている場合はメロディと供
　　に『 　』『 　』アイコンが表示されます。
ⅱ　：サイレントモード（サイレン音無）に設定されている場合は：メロディ
　　と供に『　 』『 　』アイコンが表示されます。

※メロディモードとは車両側でのサイレン音を発するモードです。
※サイレントモードとは異常時も含め車両でのサイレンを一切発しないモー
　ドです。

注意:エラーチャープ：セット時にドア等が開くなどしてすでに異常が検知されてい
る場合にはチャープ音が４回鳴ります。また、手元のページャーでは４回のビープ
音が２回繰り返されます。このような場合には異常が検知されたゾーン（センサー
等により監視されている個所）は正常な状態になるまで自動的にバイパスされます。

セキユリティ・解除 [ドア・アンロック]!"#$%'

(a) セキュリティがセットされている状態であることを確認してください。

(b) 【 　】ボタンを押します。チャープ音が 2回鳴りハザードランプが2回点滅し
ます。 （ルームランプへの接続がされている場合にはルームランプが点灯しま
す。※オプション）

⇒　ページャーでは『   』アイコンが表示され、短いビープ音が２度鳴ります。

注意:セキュリティ解除時に車両側システムでチャープ音が４回発せられるか、手元
のページャーでビープ音が４回鳴る場合には、システムが警戒中に何らかの理由で
サイレンを鳴動したことを示します。このような場合には反応のあったゾーン（ド
アやセンサー等）が手元のページャーに表示されます。

(c) オート・アーム／リアーム機能：機能選択により、セキュリティの自動セット
及び自動再セットの設定を行うことができます。設定方法に関する詳細は本説
明書13頁または取付説明書の17頁および19頁を参照ください。
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マニュアル ドア・ロック／アンロック!"#$,'

リモートエンジンスタート!"#$-'

(a) 【　】ボタンを 2秒程度押します。エンジンが始動すると３回チャープ音がし、ハザー
ドランプが３回点滅します。
⇒　ページャー側での表示は次のようになります。
ⅰ　：エンジン始動準備段階で『　　』アイコンが表示され、メロディが流れます。
ⅱ　：エンジン始動後には『　』アイコンが表示され、メロディが流れます。

ノート：
　! エンジン動作時間は機能選択により変更可能です。
　! エンジン動作終了１分前には手元のページャーに『　　　』アイコンが表示され、エン
　　ジン停止の際には『　　　』が表示されます。
　! エンジンを停止せずに、引き続き車両を運転したい場合には【　】ボタンを押し、イグ
　　ニッションキーをON位置にしてください。

注意：次のような場合にはリモコンによるエンジンの始動はできません！
! シフトレバーがパーキング (P) またはニュートラル (N)の位置にない場合
! イグニッションキーがON位置にある場合
! ボンネットが開いている場合
! サイドブレーキがかけられていない場合
※ エンジンの始動に失敗した場合、最大３回まで再トライします。何らかの理由でエンジン
　の始動に失敗した場合には手元のページャーで４回のチャープを２度繰り返します。

(a) 機能選択により【　】ボタンを押すと、押すたびにドアのロックとアンロックを繰り返
します。この際にはハザードランプが点滅します。ドアがアンロックされた場合には
『　』アイコン、ロックされた場合には『　』アイコンが手元のページャーに表示され
ます。

ノート：機能選択によりイグニッションキーに連動してドアのロック／アンロックを行う事
　　　　も可能です。

2ステップ ドア・アンロック  [機能選択により設定 ]
この機能が選択されている場合、システムセット中に【　】ボタンを一度押すとセ
キュリティの解除と同時に運転席のドアだけがアンロックされます。【　】ボタン
を長押しするとセキュリティの解除と同時に全てのドアがアンロックされます。 
●手元のページャーには『 　』アイコンが表示されビープ音が２回短く鳴ります。
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(a) エンジン動作中にページャーの 【   +    】ボタンを押すか、アンチカージャッ
クスイッチを押します。システムは次の動作を開始します。
(1) ページャーでは『   』アイコンが表示され、スタータ停止機能が働きます。
(2) ３０秒後ハザードランプ点滅と共に50秒間のサイレン鳴動が始まります。
　ハザードランプの点滅はサイレン停止後も30秒間持続します。
　この一連の動作はアンチカージャックモードが停止されるまで繰り返します。

(b) 【   】ボタンを押すことによりアンチカージャック機能を停止できます。

バレーモード!"#$%.'
(a) 【   +    +    】３つのボタン全てを同時に押すことによりシステムをバレーモー
ドにすることができます。バレーモードがセットされるとチャープが３回鳴り、
ハザードランプが２回点滅します。
※バレーモード中はドアロック／アンロック機能とチャンネル＃１出力機能以
外の機能は全て働かなくなります。
⇒ ページャーでは『 　』アイコンが表示され、メロディが流れます。

(b) バレーモードを解除し、通常の使用をする場合には再度【   +    +    】ボタンを
全て同時に押します。これによりバレーモードは解除されます。
⇒ ページャーでは『   』アイコン表示が消え、メロディが流れます

呼出機能 [オーナーコール]!"#$%%'
(a) アンテナユニットに付いている呼出ボタンを押すとページャーに対して呼出を
行うことができます。呼出が行われるとページャーでは『 　』アイコンが表示
されます

アンチカージャック機能!"#$%/'

半ドア警告機能!"#$%,'
セキュリティが解除状態で車両エンジンが始動中にドアを開けると動作確認 LEDが
早い点滅を行いエンジン始動中に半ドア状態になった事を警告します。
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セット中の警告及び警報!"#$.('
(a) セキュリティ・セット中に衝撃センサーが軽度の衝撃を検知すると、チャープ
音が３回鳴り、スモールランプが２回点滅します。この際ページャーには
『 　』アイコンが表示されます。

(b) セキュリティ・セット中に衝撃センサーが強度の衝撃を検知すると、サイレン
が１５秒間鳴動し、サイレンが鳴動している間ハザードランプが点滅します。
ページャーには『 　』アイコンが表示されます。

(c) セキュリティ・セット中に衝撃センサー以外のゾーンが異常を検知すると、サ
イレンが30秒間鳴動し、サイレンが鳴動しているあいだハザードランプが点滅
します。
⇒ ページャーではビープ音が30秒間繰り返されます。
⇒ 異常検知されたゾーンがページャーに表示されます。

ノート：
●　サイレン鳴動中に【 　】ボタンを一度押すとセキュリティを解除せずにサイレ
　　ンを停止することができます。再度【　 】ボタンを押すとセキュリティは解除
　　されます。
●　セキュリティをセットする際既に異常を検知しているゾーンは一度正常な状態
　　に戻るまでバイパスされます。それ以外のゾーンは全て正常に監視されます。

パニックサイレン!"#$.)'

(a) #エンジン停止中に【　+　】ボタンを同時に押すと強制的にサイレンを50秒間
鳴動できます。この際ハザードランプもサイレンが停止するまで点滅します。
⇒ ページャーでは車両状況が表示され、メロディが流れます。

リモートアンチカージャック [パニックサイレン]!"#$.&'
(a) 【   +   】ボタンを同時に長押しすることにより、リモコンからアンチカージャッ
ク機能をセット出来ます。操作後直ちに３０秒間ハザードが点滅し、次に50秒
間サイレンが鳴動します。スタータ停止機能はこの機能をOFFにするまで働き
続けます。

(b) 【   】ボタンを押すことによりアンチカージャック機能を停止できます。
⇒ ページャーでは『 　』アイコンが表示され、ビープ音が鳴ります。
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(a) 【  +  】ボタンを同時に押すことにより、設定温度で自動的にエンジンを始動する機能
を利用することができます。この機能がセット (ON)されると３回チャープが鳴り、スモー
ルランプが３回点滅します。再度【　+　】ボタンを同時に押すことによりこの機能を解
除することができます。

⇒　ページャーでの表示は次のようになります。
ⅰ　：コールドスタート機能がセットされると『　　』アイコンが確認のため表示され、
　　エンジンが自動的に始動される設定温度が『　　　』 のように表示されます。この
　　際メロディーが流れます。
ⅱ　：コールドスタート機能が解除されると『　』アイコンの表示が消え、メロディーが
　　流れます。

ノート: コールドスタート動作は、一度セキュリティをセットし、次にエンジンをかけるまで
　　　　の間で最大６回までです。また、設定可能な温度は、-5$、-10$、-20$、-30$ です。

コールドスタート機能!"#$)'

リモートによるエンジン停止!"#$*'

(a) リモート操作によりエンジンが動作している状態で、【　】ボタンを押します。エンジ
ンが停止し、チャープ音が２回鳴り、ハザードランプが２回点滅します。

⇒　手元のページャーでは『 　』アイコンが消えますが、車両の状況表示はそのままで、メ
　　ロディが流れます。
※　リモート操作により動作しているエンジンはブレーキペダルを踏んだり、ボンネットを
　　開けると停止します。また、システム警戒中ではサイレンが鳴動がすると停止します。

ターボタイマー機能!"#$('
(a) 機能選択によりターボタイマー機能を設定することができます。ターボタイマー機能で

設定できるアイドリング時間は30秒、60秒、300秒です。

⇒   ターボタイマー機能の設定方法は本説明書の13頁を参照下さい。尚、各機能の説明は取
　　付け説明書の18頁、19頁を参照ください。

エンジン動作時間と状況確認!"#$+'

(a) 正常なエンジン始動後、【　+    】ボタンを同時に押します。二つのボタンを同時に押
すたびにエンジン動作時間は５分刻みで最大２０分まで延長することができます。例え
ばエンジン始動時間を１５分にすると手元のページャーでは『　　』と表示されます。

(b) 正常にエンジンが始動した後、【　+    】ボタンを同時に長押しすると残りのエンジン
動作時間を確認することが出来ます。例えば残り時間が８分の場合には手元のページャー
では『r 08』と表示されます。

ノート: エンジンが始動していない状態で【　+    】ボタンを同時押しすると、現在の車両の
　　　状況を手元のページャーに表示させ確認することができます。
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定時自動エンジン始動機能 [タイムスタート]!"#$&'

(a) 【　　+　　】ボタンを同時に長押しすると、翌日以降同時刻にエンジンが自動的に始動
します。この機能がセット (ON)されると６回チャープ音が鳴り、ハザードランプが６回
点滅します。

(b) 【　　+　　】ボタンを同時に押すとタイムスタート機能が解除されます。

⇒ ページャーでの表示は次のようになります。
  　タイムスタート機能セット (ON): 『 　』アイコンが表示されメロディが流れます。
  　タイムスタート機能解除 (OFF): 『　 』アイコン表示が消え、メロディが流れます。

トランクリリース機能!"#$..'
(a) 【　 】ボタンを長押しします。チャンネル１が出力され、チャープが３回鳴り、
ハザードランプが３回点滅します。トランクリリース等が接続されている場合
にはトランクが開きます。

⇒ ページャーでの表示は次のようになります。
　現在の車両の状況と『 　』アイコンが表示され、メロディが流れます。

サイレントモード
(a) セキュリティがセット状態中に【 　】ボタンを押します。ボタンを押すごとにサイレン
トモードがON/OFFします

(b) セキュリティが解除中に【　 】ボタンを押すと消音セット（サイレントモードでＯＮ）
ができます。

⇒ ページャーでの表示は次のようになります。
ⅰ　　.　サイレントモードOFFの場合は『 　』が表示されます。
ⅱ　　.　サイレントモードONの場合は『 　』が表示されます。

ノート:　 消サイレントモード選択されている場合でもアンチカージャック機能が働いた場合
　　　　と、パニックチャープ機能が使用された場合にはサイレンが鳴動します。それ以外
　　　　 ではチャープ音も含めサイレン音は出ません。サイレン鳴動時間は機能選択により
　　　　 変更できます。

車両状況と室内温度チェック!"#$./'

(a) 【　 】ボタンを押すと現在の車両の状態と室内温度を確認することができます。【 　】
ボタンを押すと、ハザードランプが３回点滅します。

⇒ ページャーでの表示は次のようになります。
　現在の車両の状況と現在の室内温度が表示され、メロディが流れます。
　例えば室温が２３℃の場合には『 　 』と表示されます。

!"#$.%'
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(a) 【　】ボタンを長押しすると、ハザードランプが3回点滅し、CH3を出力します。

ノート：チャンネル#3出力は機能選択で2ステップドア・アンロックを選択している場合に
　　　　は使用できません。

チャンネル# 3出力 　[機能選択により設定]
チャンネル# 3出力が選択されている場合、【　】ボタンを長押しするとチャンネル
３が出力され、ハザードランプが３回点滅します。
●手元のページャーではビープ音が短く３回鳴ります。 

チャンネル＃3 出力 [機能設定により設定]!"#$.-'

チャンネル＃２出力 [機能設定により信号出力時間を設定
]

!"#$.,'

(a) 【 　】ボタンを長押しします、ハザードランプが1回点滅し、チャンネル＃２
が設定時間だけ出力されます。

車両位置確認 [カーサーチ]!"#$.+'
(a) 【   +   】ボタンを同時に押します、チャープ音が６回鳴り、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟが6回
点滅します。 ※この際ﾍﾟｰｼﾞｬｰには車両の状況が表示され、ﾒﾛﾃﾞｨが流れます。

衝撃センサーバイパス!"#$.*'
(a) 車両の周囲環境に合わせ一時的に衝撃センサーをバイパスさせ、セキュリティ
が衝撃センサーに反応しないように設定できます。

(b) セキュリティ・セット (ON)中に【　+　】ボタンを同時に押します。
⇒ ﾍﾟｰｼﾞｬｰではビープ音が一度鳴り、『 　』と『　 』アイコンが表示されます。

(c) 【　】ボタンを再度押すことによりバイパスされた衝撃センサーを復帰させる
ことができます。
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続き!"#$%&'

項目番号 各項目についての説明
1 2 オート・リアーム（自動再セット）およびオート・アーム（自動セッ

ト）設定のON/OFFを行います。
オート・リアーム…この機能をＯＮにするとセキュリティを解除して
から３０秒以内にドアが開けられない場合には自動的にセキュリティ
を再度セットします。
オート・アーム…この機能をＯＮにするとIG キーがON位置からOFF
位置にされ、ドアの開閉がされた後50 秒後にセキュリティがセットさ
れます。システムはドアが開閉される度に1回チャープ音を発し、オー
トアーム機能が働いている事を報告します。50秒タイマーはドアが開
閉されるたびにリセットされます。全てのドアが閉められてから50秒
後にセキュリティがセットされるとドアもロックされますので、鍵の
閉じこめが無いよう十分気をつけてください。

1 3 警戒中の黒／白線出力の有無とセット時に検知されたドア信号の処理
方法を選択します。
「バイパス」…　システムセット時にドア信号が検知された場合、一
　　　　　　　旦ドアが閉じられるまでドア信号線をバイパスします。
「３秒」…　システムセット時のドア信号検知開始時間がセット後３
　　　　　秒となります。もしこの3秒よりも長くドアが開けられて
　　　　　いる場合には４回のチャープ音が鳴り、ドアが開いている
　　　　　事を知らせます。ドア信号は一旦アが閉じられるまでバイ
　　　　　パスされます。

1 5 ターボタイマー機能でのアイドリング時間を設定します。

1 6 本警報時に出力される信号の状態の設定と LCDページャー上の温度計
表示の単位を選択します。



- 19 -

続き!"#$%&'

項目番号 各項目についての説明
6.　チャープ音が鳴ったらプログラムボタンを放します。
7.　学習完了です。

※　チャープが４回鳴った場合には学習に失敗したことをレポートし
ていますので、再度手順１からやり直してください。

8 リモートスタート時に IG2の出力設定及びリモートスタート時の IG 
ON動作からクランキング開始までの時間を設定します。ガソリン車で
は２秒に、グローの必要なディーゼル車では１０秒に設定してくださ
い。

9 ドアロック信号の出力時間を設定します。
「ダブル」…　3.6 秒のロック信号を１回、0.8 秒のアンロック信号を
２回出力します。
「30 秒ロック」…　ロック信号のみ30 秒出力し、アンロック信号は
0.8秒となります。

1 0 チャンネル３とツーステージ・ドアアンロックの切り替えおよび自動
スタータ停止機能のON/OFFの設定を行います。
※自動スタータ停止機能とはセキュリティのON/OFFとは無関係にIG
　キーをON位置からOFF位置にした後30秒後にスタータ停止機能
　だけを開始する機能です。

1 1 イグニッション連動ドアロックの選択を行います。
「アンロックのみ」…　IG OFF時にドアをアンロックします。IG ON
　　　　　　　　　　　でのロックは行いません
「10秒」…　IG ON後10秒でドアをロックします。IG OFF時には
　　　　　　ただちにドアをアンロックします。
「30秒」…　IG ON後30秒でロックします。IG OFF時にはただち
　　　　　　にドアをアンロックします。
※IGキーがON位置の状態でドアを開けると、自動ロック機能はキャ
　ンセルされます。

目　次

☆　はじめに

☆　危険・警告・注意事項

☆　梱包物をご確認ください

☆　取付ブロック図

☆　主要部品の設置

☆　6極メイン電源ハーネス各電線の役割の確認と接続

☆　18極入出力信号ハーネス各電線の役割の確認と接続

☆　4極2段階衝撃センサーハーネス

☆　5極送受信ユニット接続ハーネス

☆　2極オーバーライドスイッチ接続用ハーネス

☆　2極威嚇用LED接続用ハーネス

☆　6極ドアロックハーネス

☆　機能選択

☆　機能選択項目について　

………　P1

………　P2・P3

………　P4

………　P5

………　P6・P7

………　P7

………　P8～P12

………　P13

………　P13

………　P13

………　P13

………　P14～P16

………　P17

………　P18・P19



この度はSCIBORG 825Kをお買い求めいただき誠にありがとうございます。ご使
用前に必ず本書をお読みいただき、正しい取扱い方法によりご使用いただけますよ
うお願いします。また、本書は読んだ後も大切に保管してください。

なお、本書は、あなたやほかの人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置
を安全に正しくお使いいただくために守って頂きたい事項を示しています。その表
示と図記号の意味は次のようになっています。本装置をお使いいただく前に必ずよ
くお読みください。

はじめに

安全に正しくお使いいただくための表示について

! 危　険

! 警　告

! 注　意

人が死亡するまたは重傷を負う危険が想定される内容を
示しています。

人が重傷を負う危険が想定される内容および物的損害が
想定される内容を示しています。

本装置の本来の性能を発揮できなかったり、本装置の故
障をまねく内容を示しています。
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機能設定項目について!"#$%&'
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項目番号 各項目についての説明
1 リモート操作により始動されたエンジンの動作時間を決定します。

2 周囲温度によりエンジンを始動するよう設定されている場合、この項
目で選択した温度を設定値とします。周囲温度が設定値に達するとエ
ンジンが自動的に始動されます。

3 タコメータ信号入力線が絶縁処理されている場合のクランク時間を設
定します。エンジン始動時はこの項目で選択された時間でクランクを
行いますが、もしエンジンの始動に失敗した場合は設定時間に0.2秒加
算した時間で再度始動を試みます。再度始動出来ない場合はさらに0.2
秒クランク時間を長くしてエンジンの始動を試みます。クランクの再
トライは合計で４回です。５回目以降は行いません。
注意！タコメータ線が正しく接続されている場合にはクランク時間を3
秒に設定してください。

4 チャンネル２信号の出力時間を設定します。
※IG連動とはリモコンでの操作とは関係なく、IGキーがOFFの位置
　でCH2を出力、IGキーがONの位置で出力停止となります。

5 チャンネル３信号の出力時間を設定します。

6 チャープ時の音の長さを設定します。この設定で時間変更可能なチャー
プとはセット／解除時の動作確認音、予備警告時に発せられるチャー
プ音および機能設定時のチャープ音です。

7 エンジン始動の判定を行うための方法を選択します。
TACH 学習を選択した場合には下記手順に従ってTACH 信号の登録を
行ってください。
1.　エアコンやオーディオ、ライト等を消します。
2.　イグニッションキーをONし、プログラムスイッチを９回押します。
3.　イグニッションキーをOFFします。
　　→ステータスLEDが９回点滅します。
4.　エンジンを始動し、数秒間アイドリング状態にします。
　　→ステータスLEDが点灯します。
5.　エンジンの回転数が500-1200RPMにある状態でプログラムスイッ
　チを押し、チャープ音が１回鳴るまでそのまま押し続けます。



機能選択
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次の手順に従い機能選択モードに入った後、下記表を参照して機能設定を行ってください。
（１）IGキーをON位置にします。（エンジンは始動しないでください。）
（２）プログラムスイッチを６回押してください。
（３）IGキーをOFF位置にします。
　　→チャープ音が６回鳴り、機能選択モードに入ったことを知らせます。
（４）下記表を参照に、設定したい項目の番号と同じ回数だけプログラムスイッチを押しま
　　　す。（スイッチは一回押すごとにチャープ音がなり、５回、１０回、１５回目では
　　　少し長いチャープ音がなります。
（５）上記手順(4)操作後10秒以内に、下記表で割り当てられたボタンを押してください。

機能選択表
項目番号 選択機能説明 　を押す 　を押す 　を押す 　を押す

１ エンジン動作時間 □5分 □10分 □15分 □20分

２ 設定温度による自動エンジン始動 □-5℃ □-10℃ □-20℃ □-30℃

３ クランク時間（タコメータ信号線非接続時） □0.8秒 □1.2秒 □1.8秒 □3.0秒

４ チャンネル２出力時間 □任意 □IG連動 □30秒 □ON/OFF

５ チャンネル３出力時間 □0.8秒 □10秒 □30秒 □ON/OFF

６ チャープ音信号出力時間 □100mS □20mS □30mS □50mS

７ エンジン始動検知 □ﾉｲｽﾞ&TACH □TACHのみ □TACH学習 □Lターミナル

８
クランク時のIG2出力 □ON □OFF □ON □OFF

IGオンからクランクまでの時間 □2秒 □10秒 □10秒 □2秒

９ ドアロック・アンロック信号時間 □0.8秒 □2秒 □ダブル □30秒ﾛｯｸ
　信号

１０
CH３出力／2ｽﾃｯﾌﾟｱﾝﾛｯｸ □CH3 □2step □CH3 □2step

自動ｽﾀｰﾀ停止(ASK) ON/OFF □ASK OFF □ASK OFF □ASK ON □ASK ON

１１ イグニッション連動ドアロック □OFF □ｱﾝﾛｯｸのみ □10秒 □30秒

１２
オート・リアーム（自動再セット）ON/OFF □ON □OFF □ON □OFF

オートアーム（自動セット）ON/OFF □OFF □ON □ON □OFF

１３
セット時のドア開信号 □バイパス □3秒 □バイパス □3秒

警戒中の黒／白線出力 □パルス □W/GWA □W/GWA □パルス

１５ ターボタイマー動作時間 □OFF □30秒 □60秒 □300秒

１６
サイレン出力信号 □連続(ｻｲﾚﾝ) □断続(ﾎｰﾝ) □連続(ｻｲﾚﾝ) □断続(ﾎｰﾝ)

LCDページャー温度計単位 □摂氏（℃） □華氏（°F ） □華氏（°F ） □摂氏（℃）

※機能選択表内で網掛になっている設定が工場出荷時の設定です。　

! 危　険
● 本装置取付け時のバッテリー電源
　本装置の取付けを行う場合には必ずバッテリー電源を外した状態で作業を
　行ってください。電源が外されていない状態で作業を行うと、車両または
　車両の機器の突発的な動作により重大な事故の原因となります。

● 本装置の設置位置
　コントロールユニットを水、湿気、熱、湯気、ほこり、油等の多い場所に
　保管、設置しないでください。火災、感電、故障の原因になります。

● 12V車専用
　本装置は12Ｖ電源専用機器です。24Ｖ車への取付けを行うと車両また
　は本装置の故障・損傷のみならず、人体にも危険が及ぶ可能性があります。

● AT車専用
　本装置はオートマチック(AT)車専用です。マニュアル(MT)車への取付は
　出来ません。マニュアル車への取付は、人体に深刻な危険が及ぶ可能性が
　あります。

● 電子燃料噴射装置車専用
　本装置は電子燃料噴射装置(EFI)搭載車専用です。

!

● 本装置取付け
　本装置の取付には車両電装および車両整備に関する詳しい知識と技術が必
　要です。取付は必ず車両電装に関する専門の知識と技術をお持ちの取付店
　にて行ってください。専門の知識や技術のない方が取付を行うと車両また
　は本装置の故障・損傷のみならず、人体にも危険が及ぶ可能性があります。

● 本装置の設置位置
　本装置は車両の機器や他の機器と干渉する場所やそれら機器に影響を及ぼ
　すような場所には設置しないでください。特に車両の機器の性能を損なう
　ような取付けを行うと本装置の故障・損傷のみならず、人体にも危険が及
　ぶ可能性があります。

警　告

- 2 -
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● 本装置の固定
　本製品は確実に固定してください。固定が不十分であると、故障の原因に
　なったり、性能が十分に発揮されない可能性があります。

● エアバックや盗難防止機能付ステレオを装備した車両
　エアバックや盗難防止機能付ステレオを装備した車両はバッテリーが外さ
　れたことを記憶する機能を有していることがあります。この記憶状態をリ
　セットするには専用の ID番号が必要となり、その車両を購入したディー　 
　ラーでなければ解除できないことがあります。

● 取付け作業
　本製品の取付時は換気と鍵の閉じこめ防止のため窓を開けて作業を行って
　ください。

注　意

! その他の注意
● 万一誤った設置や配線、車両電装の知識不足による誤った配
　線方法により車両の破損、故障が発生しても当社では一切責
　任は負いかねます。

● 本製品は盗難防止を目的としたシステムですが、本製品の作
　動の有無に関わらず盗難等の被害が発生しても当社では一切
　の責任を負いかねます。

- 3 - - 16 -

6 極ドアロックハーネス（続き）!"#$)'

　　ドアロックスイッチ　　

（事故防止のためのヒューズ使用を推奨）



6 極ドアロックハーネス
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注意！： このタイプの取付けを行う場合、配線の接続を逆に行うとセキュリティ
装置内部回路がショートし、修復不可能となります。
接続する電線の方向はよく確かめてから行うようにしてください。

　　ドアロックスイッチ　　

)*+,-./01+!!2!3 4-56-789)*!2!3

$:;<=>*?-!2!3

@A-A-B.8C-!2!3

梱包物をご確認ください。
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使用しません

取付けに関する説明
取付けブロック図
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! "#$%&'()*+

,-.#$%&'/0123)45.()*+6789:;<23)<.=>?

@AB.CD678EFGHIJK?LM.NOPQRSTUVW8

ロックリレー
1 : 緑色線：( - )警告（1 段目）信号線
コモン（COM）または＃３０

2 : 緑／灰色線：( - )警告（1 段目）信号線
常時開（N.O）または＃８７

3 : 緑／黒色線：( - )警報（2 段目）信号線
常時閉（N.C）または＃８７a

アンロックリレー
4 : 青色線：( - )ボディーアース供給線
コモン（COM）または＃３０

5 : 青／灰色線：( - )警告（1 段目）信号線
常時開（N.O）または＃８７

6 : 青／黒色線：(+ )12V電源供給線
常時閉（N.C）または＃８７a

　　ドアロックスイッチ　　



!
4 極 2 段階衝撃センサーハーネス
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1 : 赤色線：(+ )12V電源供給線
センサーに+12V電源を供給します。

2 : 黒色線：( - )ボディーアース供給線
セキュリティ警戒時にセンサーにアースを供給します。

3 : 青色線：( - )警報（2 段目）信号線
衝撃センサーの警報信号を出力します。

4 : 白色線：( - )警告（1 段目）信号線
衝撃センサーの警告信号を出力します。

5 極送受信ユニット接続ハーネス!"#$+'

1
:
黒色線：（+）12V供給線。送受信ユニットに（+）12V電源を供給します。

2
:
黒色線：通信データ信号線

3
:
黒色線：アース供給線。送受信ユニットにアースを供給します。

4
:
黒色線：呼出ボタン信号線

5
:
黒色線：温度計データ信号線

2 極プログラムスイッチ接続用ハーネス（大）!"#$,'

1
:
黒色線：（-)ボディーアース供給線

2
:
灰色線：（-)信号入力線

2 極威嚇用 LED接続用ハーネス（小）!"#$-'

1
:
黒色線：（-)信号入力線

2
:
赤色線：（+)信号入力線

主要部品の設置!"#$%'

● 呼出ボタン付送受信アンテナユニット
ページャーユニットとの信号の送受信を行います。また、呼出ボタンを押すことにより
ページャーに対して呼出コールを行うことが出来ます。電波状況を考慮し、金属物等へ
の設置は避けてください。

● メインシステムモジュール
ダッシュボード内の見つけにくい場所に設置してください。メイン・システムモジュー
ルの設置はイグニッション・キーシリンダーから60Cm以内の場所で設置を行ってくだ
さい。また、熱源に近い場所への設置は絶対に行わないでください。

● サイレン
エンジンルーム内に設置してください。ただし、以下の点に注意してください。
１．水のかかりにくい場所に設置する。
２．駆動部品との干渉を起こさない場所に設置する。
３．熱源から十分に距離をとって設置する。
４．サイレンはホーン部を水平面より下に向くように設置する。

● ボンネットスイッチ（取付け穴径 6.5mm）
セキュリティ動作中またはエンジンスタータによるエンジン動作中にボンネットの開閉
状態を検知するために必要です。
ボンネットスイッチがしっかりとボディアースに短絡（導通）するように取り付けてく
ださい。また、ボンネットを閉じた際に邪魔にならないようにしっかりと高さ調節を行っ
てください。※高さ調節が不十分だとボンネットが閉まらなくなったり、ボンネットが
傷ついたりします。

● 威嚇用 LED
セキュリティ警戒中に点滅を行い、光による威嚇効果で犯罪を未然に防止します。また、
機能選択時において選択内容の確認にも使用します。
防犯効果の向上を考慮し、認識しやすい場所に設置してください。

● 2 段階衝撃センサー
メインシステムユニットの４極カプラに付属の専用ハーネスを使って接続してください。
センサーは確実に固定されるように設置してください。

● プログラムスイッチ（取付け穴径 4.0mm）
機能選択時やバレーモードの設定に使用します。スイッチ底面のテープを使用し、操作
しやすい場所に設置してください。

- 6 -



!"#$%' 続き
● アンチ・カージャック・スイッチ（取付け穴径 4.0mm）
イグニッションON 中にスイッチを押すことで、アンチ・カージャックモードを使用す
ることができます。スイッチの設置は運転者から手が届きやすく、発見しづらい場所を
選んでください。配線はスイッチの一方をボディアース、もう一方をアンチ・カージャッ
ク入力線に接続します。

● スタータキル・リレー
セキュリティ警戒中にエンジンを始動できなくします。キーシリンダー付近で、犯罪者
に発見されにくい場所に設置してください。

!"#$.'

1 : 黒／黄色線：スタータ (ST )出力線
リモートによりエンジンを始動する際、スタータモーターに電源を供給します。配線
先はイグニッションキーをSTの位置まで回した際に+12Vを示す線です。

2 : 青色線：アクセサリ (ACC )出力線
リモートによるエンジン動作中に車両ACC回路に+12V電源を供給します。

3 : 赤色線：システム電源入力線
メインコントロールユニットの電源入力線。４番赤色線と接続済み。

4 : 赤色線：メイン電源入力線
リモートエンジンスタート時の車両への電源供給を含め、システム全体に電源を供給
するための電線です。配線先はイグニッションキーの位置に関係なく40アンペア以上
を常に供給できる電線を選んでください。

5 : 黄色線：イグニッション（ IG1）＃１
リモートによるエンジン動作中に車両イグニッション (IG)#１回路に+12V 電
源を供給します。

6 : 緑色線：イグニッション（ IG2）＃2
リモートによるエンジン動作中に車両イグニッション (IG)#２回路に+12V 電
源を供給します。
※車両によってはクランキング中にはIG＃２が0V になる車両があります。
このような車両へ取り付けを行う場合には機能選択により、IG＃２出力条件
を設定してください。
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6 極メイン電源ハーネス各電線の役割の確認と接続
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16 : 橙／紫色線：（-）ブレーキ信号入力線
サイドブレーキまたはブレーキ信号線に接続します。エンジンをリモートにより始動
する場合にはこの線にアース信号が入力されている必要があります。また、エンジン
動作中にこの線に信号が入力されるとエンジンはただちに停止されます。
取付は下記図５．を参照してください。
注意！サイドブレーキに接続する場合はダイオードを使用して警告灯への電流の逆流
を防止してください。

17 : 青／黒色線：（-）ドア検知信号入力線
ドア検知信号としてアースを出力する車両のドアスイッチに接続します。このような
車両ではドアが閉まっている状態位で+12V、ドアが開けられるとアース信号が出力さ
れます。この線を使用する場合には7番の青／赤線（プラス信号用）は接続しないで
ください。

18 : 橙／灰色線：（-）ボンネットスイッチ信号入力線
ボンネットスイッチに接続してください。この線に信号が入力された状態ではエンジ
ンは始動されません。ボンネットスイッチの設置方法は本説明書の「主要部品の設置」
を参照してください。

図５．ブレーキ信号入力線接続例
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13 : 灰色線：（+）サイレン信号出力線（1.5A Max）
サイレンを鳴動させるためのプラス（+12V）信号が出力されます。最大電流容量は
1.5Aです。下記図４．を参照してホーンを鳴動することもできます。

14 : 黄／青色線：（-）チャンネル３信号出力線（-300mA Max）
リモコンからの操作により外部出力チャンネル３をマイナス信号として出力できます。
信号の出力時間は機能選択表の5番を参照してください。
また、この線は機能選択表10 番での設定でツーステージドア・アンロック出力として
設定できます。

図４．サイレンまたはホーンの接続

15 : 黄／黒色線：（-）トランクオープン信号出力線（-300mA Max）
リモコンからの操作により外部出力チャンネル１をマイナス信号として1.5秒間出力し
ます。

- 8 -

1 8 極入出力信号ハーネス各電線の役割の確認と接続!"#$/'

1 : 黒色線：ボディアース入力・メイン
メインコントロールユニット（システム全体）のマイナス電源（ボディアース）を接
続します。この線の接触不良はシステム全体の不安定動作の原因となりますので、確
実にボディアースに接続してください。

3 : 黒／赤色線：( - )エンジンスタータ・ステータス出力 (-300mA Max)
エンジンスターターモードに入ると (-) 信号を出力します。この信号はエンジンスター
ターモードが終了し、エンジンが停止するまで出力されます。

4 : 黒／黄色線：( - )動作中出力 (-300mA Max)
セキュリティ警戒中またはエンジンスターターモードに入ると (-) 信号を出力します。
この信号はセキュリティが解除されるか、エンジンスターターモードが終了するまで
出力されます。
スタータキルリレーの取付に使用する線です。スタータキルリレーの接続方法は下記
図２を参照してください。

図2：スタータキルリレー接続方法

5 : 黄／赤色線：( - )チャンネル２出力 (-300mA Max)
リモコンのチャンネル２ボタンを押すとこの線から (-) 信号が出力されます。出力され
る信号の形態は機能選択表を参照して設定してください。
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6 : 灰／黒色線：タコメータ信号入力線
本説明書17 頁の機能選択表の７項の設定により接続先が変わります。この信号により
エンジンが正しく始動されたか否かを判断します。

ノイズ＆TACH ：車両イグニッションコイルまたはタコメータ信号線に接続します。
正しい信号線はイグニッションキーがONの位置にある場合には0、
5，12Vのいずれかを示し、エンジン動作中では2～12Vを示しま
す。もし、このような信号線が見つけにくいときは灰／黒色線を絶
縁処理し使用しない状態にします。これにより、電圧中のノイズレ
ベルでエンジンが正しく始動されたかを判断します。この場合は機
能選択表を元に設定された時間だけクランキングを行います。

TACHのみ ：上記項目で述べたイグニッションコイルまたはタコメータ信号線に
接続します。

TACH学習 ：上記２項目のTACHが一般的なTACH信号の認識を行なうのに対
し、TACH学習では取付を行なう車両個々の信号の学習を行なう
ため上記の設定では認識できない信号を使用することができます。
接続先は上記２項目と同じになります。本説明書18頁項目７番に
従って学習を行なってください。

Lターミナル ： TACH信号線が見つけにくい場合に、車両 Lターミナルを使用し
エンジン始動の有無を検知できます。この設定では灰／黒線を車両
Lターミナルに接続します。
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7 : 青／赤色線：（+）ドア検知信号入力線
ドア検知信号としてプラスを出力する車両のドアスイッチに接続します。このような
車両ではドアが閉まっている状態位でアース、ドアが開けられるとプラス信号が出力
されます。この線を使用する場合には17番の青／黒線（マイナス信号用）は接続しな
いでください。

8 : 橙／白色線：（-）トランクトリガー信号入力線
トランクが閉まっている状態位で+12V、トランクが開けられるとアース信号が出力さ
れる場所に接続してください。

9 : 紫色線：（-）アンチ・カージャックスイッチ信号入力線
エンジン動作中にこの線に信号が入力されると、システムはアンチカージャックモー
ドにはいります。

10 : 緑／黒色線：（+）ハザードフラッシュ出力線（7.5A Max）
車両ハザードをシステムの動作に合わせて点滅させるための信号を出力します。信号
は内蔵リレーにより+12V、最大電流値7.5アンペアの容量で出力されます。

11 : 緑／黒色線：（+）ハザードフラッシュ出力線（7.5A Max）
上記10 番同様に車両ハザードをシステムの動作に合わせて点滅させるための信号を出
力します。信号は内蔵リレーにより+12V、最大電流値7.5アンペアの容量で出力され
ます。

12 : 黒／白色線：（-）純正セキュリティ解除信号出力線（-300mA Max）
リモート操作によるエンジン始動時に初回クランキング時0.2秒間、２回目以降（１回
目で始動に失敗した場合）は連続アース信号を出力します。一部の車両で純正のセキュ
リティを解除する場合に使用します。

注意！：タコメータ信号線の接続が正しく行われたかどうかを、リモコンエンジンスター
         タによるクランキング終了から5 秒間の威嚇用 LEDの点滅状態で確認できます。

（１）LEDが点灯し、エンジン始動直後にクランキングが終了する場合にはタコ
　　　メータ線の接続が正しく行われています。
（２）LEDが点灯し、エンジンが始動されてもクランキングが継続され、ク　　
　　　ランキング開始から３秒後に終了する場合にはタコメータ線の接続が正し
　　　く行われていません。オルタネータ信号線に接続されている可能性があり
　　　ます、接続先を変更してください。
（３）LEDが点灯せず、エンジンが始動されてもクランキングが継続され、クラ
　　　ンキング開始から３秒後に終了する場合にはタコメータ線の接続が正しく
　　　行われていません。接続先を変更してください。


